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12月２日（土）、鳥取市「白兎会館」に於いて2023年度鳥取県労福協研修会を開催しました。協同労働に
ついて、鳥取大学地域学部地域創造コース 講師/社会学博士の菰田レエ也先生にご講演いただきました。

「協同労働とは？ ～地域づくりに協同労働ができること～」を
テーマに研修会を開催
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　こくみん共済 coop 鳥取推進本部

　本部長　松﨑　浩哉　

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、益々ご清祥のこと
とお慶び申し上げます。

　旧年中は、こくみん共済coopの運動に対しまして、特
段のご理解とご協力を賜りましたことに心から感謝申し
上げます。
　さて、2024年は全労済運動の根幹となる「火災共済」
が誕生して70年の節目の年となります。この機会に組合
員の皆様とともに、労働者自主福祉運動の意義について
学び直したいと考えています。　　
　また、昨年には「こくみん共済」発売40周年を迎えま
した。１月20日にはとりぎん文化会館において組合員感
謝イベントのミュージカルを計画しています。今回はＳ
ＤＧｓの「誰一人取り残さない」取り組みとして、鳥取
県では初の『舞台手話通訳付き公演』を行いますので、
聴覚に障害のある方にも楽しんでいただけるようにして
います。奮ってご参加いただきたいと思います。
　結びになりますが、2024年が皆様にとって明るく、実
り多い１年となりますことをご祈念申し上げ、新年のご
挨拶といたします。

　鳥取県生活協同組合

　代表理事　理事長　井上　約　
　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、新しい年を健やか
にお迎えになられたことと謹んでお慶び申し

上げます。旧年中は、弊組の事業や活動にご理解とご支
援を賜り、心より御礼申し上げます。
　弊組は昨年「SDGsアジェンダ（2030年へ向けての行動
指針）」を策定しました。それまでの福祉政策やSDGs行動
宣言などを少し整理し、2030年の「SDGs持続可能な開
発目標」の達成へ向けて特に「福祉」「エシカル」「環境」「平
和」などの分野でさらに取り組みを強めていくことを目指
した内容となっています。
　鳥取県内には様々に暮らしや地域での困りごとを解決
したり支えたりする地域福祉ネットワークが広がってい
ます。それらネットワークまた、鳥取県労働者福祉協議
会の活動にも積極的に参加しながら組合員や県民の皆様
の暮らしの中での安心・安全を提供するための事業や活
動に取り組んでまいりたいと思います。
　年頭にあたり、皆様のご健勝とご多幸を祈念いたしま
して、新年のご挨拶といたします。

新年ご挨拶
　日本労働組合総連合会鳥取県連合会　

会　長　山口　一樹　

 　新年あけましておめでとうございます。
皆さまにおかれましては、ご家族そろって良い
年を迎えられたこととお慶びを申し上げます。

　日頃より連合鳥取の運動に対する、ご理解・ご協力に
心より感謝申し上げます。昨年11月16日の第31回連合鳥
取定期大会で新しく会長に選任されました山口一樹と申
します。
　昨年も、全国各地での風水害、県内では台風７号によ
る被害が多く発生しました。被災された方々に心よりお
見舞いを申し上げるとともに早い復旧を祈念いたします。
　新型コロナウイルス感染症には４年前から対策に苦労
してきましたが、昨年５月に感染症法上の位置づけが５
類に変更され、社会・経済は様々な状況を抱えながらも
コロナ禍の先へと向かって動いています。
　また、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻やイスラ
エルによるハマス攻撃も多くの子どもを含む民間人が犠
牲となり終わりが見えません。
　軍事侵攻は国際平和に対する暴挙であり、最大の人権
侵害であります。
　一日も早く停戦を求め、平和な日常が戻ることを願います。
　今後も労働者福祉事業団体がさらに連携して、労働者
が生活しやすい環境を目指して邁進していかなければな
りません。
　連合鳥取は今後も鳥取県内雇用労働者の代表として、

「必ずそばにいる存在」となるべく運動を展開していきた
いと思います。
 

　　中国労働金庫北部エリア営業本部　

本部長　仲田　敏幸　

　新年あけましておめでとうございます。
　皆さまにおかれましては、新しい年を健や
かにお迎えになられたこととお慶び申しあげ

ます。旧年中は、労福協に集う皆さまの中国労働金庫に
対するご理解とご協力のおかげで統合20周年を迎えるこ
とができました。役職員一同、心より感謝いたします。
　さて、2024年度、中国労働金庫は、第８期中期経営計
画を新たにスタートさせます。第８中計では、第７期をし
っかり振り返りつつ、新たな基本方針や個別方針、目ざす
方向性を会員の皆さまと討議しながら確立させ、会員・構
成員とそのご家族へのお役立ちを実現してまいります。
　また、中国労働金庫は、ＳＤＧｓの方針に則り、「誰ひ
とり取り残さない」「働く仲間を金融弱者にしない」ため
に「金融包摂」を実践してまいりますので、より一層の
ご支援をお願いいたします。
　本年が、皆さまにとってより良い年となりますようお
祈り申しあげます。
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　鳥取医療生活協同組合

　組合長理事　竹内　勤　
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は鳥取医療生協の活動にご理解、ご
協力を賜り厚く感謝申し上げます。

　さて昨年は、ウクライナの戦争に終わりが見えない中、
10月７日にはハマスの奇襲攻撃に端を発したイスラエル
によるガザへの報復攻撃などパレスチナでの戦争が勃発
しました。多数の死傷者が出て、ジェノサイドともいえ
る状況を呈していることを危惧します。
　私たちが取り組んでいる医療・介護の仕事は、戦争と
は対極に位置し，平和の中でしか実現できないと考えま
す。即時停戦を心から願うものです。
　国民生活においては、円安、物価高騰が続き国民生活
が疲弊しており、１回限りの所得税減税ではなく消費税
減税が最も有効な対策ではないかと考えます。
　約３年超に及んだコロナ禍も、昨年５月８日から感染
法上の２類相当から５類に移行し、ようやくコロナ禍以
前の日常を取り戻しつつありますが、今後とも感染対策
は重要です。
　鳥取医療生協は昨年、消費生活協同組合法制定75周年
記念の厚生労働大臣表彰を受けました。大変名誉なこと
であり、本年も国民のいのちと暮らしを守るため、事業
を通じて奮闘して行きたいと考えます。
　皆さまにとって良き年になるよう祈念して、新年のご
あいさつといたします。

　鳥取県労働者福祉協議会東部支部

　支部長　中村　敦司　
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、新型コロナウイルス感染症の位
置づけが変わったことにより、東部支部の様々

な活動を展開することができ、その活動に対するご理解
とご協力を賜りましたことに、衷心より厚く御礼申し上
げます。
　とは言え、新型コロナ感染症の影響により様々な活動
が中断したことで、昨年の活動は手探り状態というもの
もあったのではないかと思っております。
　そのようなこと思います時、今年は仕切り直しの時と
考え、労働者福祉協議会が、原点・創業の精神である「福
祉はひとつ」、労働組合と労働者福祉事業団体が、組織の
枠を超えて、福祉の充実と生活向上を目指す団体であり、

「その認知度の向上と組合員への浸透」、「みんなで参加す
る事業と運動」、「共助の輪の拡大」につながる活動を、
今年は展開できたらと考えているところであります。
　本一年が、労働福祉事業団体と労働組合が「ともに運
動する」ことにより、共助の輪が広がる活動となること、
そして皆様にとって素晴らしい一年となることを祈念し、
新年の挨拶といたします。

　鳥取県労働者福祉協議会中部支部

　支部長　竹内　和也　
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は格別なご高配を賜り厚く御礼申し
あげます。昨年より中部支部長を仰せつかり、

至らぬ点も多々あったかと存じますが、皆さまの多大な
るご支援・ご協力により無事2024年を迎えることができ
ること、大変感謝しております。
　2023年を振り返ってみますと、新型コロナウイルス感
染症が５類感染症となり、４年ぶりに労働者スポーツの祭
典並びに中部労福協まつりが開催されました。多くの組合
員やそのご家族にご参加いただき、皆さんの笑顔やにぎわ
う姿を見て、新型コロナウイルス感染症の終息を感じたと
ころです。今後も連帯・共同で安心・共生の福祉社会の実
現に向け、活動を継続していきたいと思います。
　結びとなりますが、皆さまにとって2024年が、幸多き
年となりますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

　鳥取県労働者福祉協議会西部支部

　支部長　内田　浩文　
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中の格別のご高配、厚く御礼申し上げ
ます。

　昨年、一匹の子猫を飼い始めました。私は猫が苦手で
した。毛は抜け、鳴き声はうるさく、平気で土足するか
らです。しかし、実際に一緒にいると、そのしぐさに心
が癒されるのを感じました。今では、帰宅すると真っ先
に猫の姿を探すほどになっています。餌やおやつの準備
をするとか、トイレをきれいにするなどの手間はかかり
ますが、今の私の生活になくてはならないものになって
います。
　労福協も、私たちの幸せや豊かな生活のために、なく
てはならないものだと思います。昨年は労福協まつりを
開催できました。雪がちらつく空模様でしたが、多くの
方にご参加いただき、ありがとうございました。人と人
との繋がりの大切さを再確認できました。
　本年も、ともに手を携えて支え合い、実り豊かで幸せ
一杯の、ステキな一年になるようご祈念申し上げ、新年
の挨拶といたします。
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　11月11日(土)、４年ぶり（コロナ禍で中止）に会場での開催、労福

協東部支部第19回労福協まつり「チュウブ鳥取砂丘こどもの国であそ

ぼう！」をコンセプトとし、また、こどもの国開園50周年とコラボレー

ションし開催しました。当日は天候不順で雪は降りませんでしたが、風

雨で寒い中、役員も含め、大人150人・子ども140人。300人が来園し、

労福協まつりを楽しんでいただきました。

　労福協の活動を構成組織組合員・家族や地域社会に紹介するとともに

労働者の福祉向上とワーク・ライフバランスの推進や関連する事業団体、

福祉団体、NPO等との連携を含めた集いのイベントとして「労福協まつ

り」を開催し、地域住民に労福協の存在や活動をアピールする場として

います。

　今回のイベントとして、鳥取大学バルーンアート＆ジャグリングサー

クルのパフォーマンスを園内の多目的広場で企画し、午前・午後と２回

開催しました。子どもたちに大変好評で、パフォーマンス終了後バルー

ンアートのプレゼントをしたところ行列ができるほど子どもたちに喜こんでいただきました。

　また、福祉作業所販売コーナーを設置し、伏野つばさ園さんに出店願い、来園者の皆さんが購入されました。

来園者先着600人に福祉施設nononaさんの焼き菓子を準備しましたが、来園者が300人でありましたので、11

月15日に「とっとり子どもの居場所ネットワーク・えんたく」を通じ県内の子ども食堂へ寄付しました。その

後中部の「子ども食堂」からお礼の言葉が寄せられました。労福協の周知･広報ができ、なおかつ福利厚生にも

つながる労福協まつりとなりました。

　最後に、今回ご協力いただいた関係者・業者の皆様に、誌面からではありますが厚く感謝したいと思います。

労福協東部支部 「第19回労福協まつり」を開催しました！

特定（産業別）最低賃金が改正されました

（「鳥取県最低賃金」は令和５年10月5日から時間額900円に改正）

詳しくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（0857-29-1705）
又は最寄りの労働基準監督署へお尋ねください。

●鳥取県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金

時間額　906円　（発効年月日　令和５年12月17日）

●鳥取県各種商品小売業最低賃金

時間額　902円　（発効年月日　令和５年12月15日）
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　今年も社会貢献を挙げ、「共生社会の実現」をテーマに障がい福祉作業

所の協力のもと、オープンして１年４ケ月ほどの新しい施設、境港市民交

流センターみなとテラスで11月18日（土）に開催しました。

　当日は、雨や風が吹き荒れる厳しい天候で来ていただけるか心配してい

ましたが、開始と同時に子どもたちが「子ども縁日」に駆け込み、ストラッ

クアウト、うまい棒つかみ取りに夢中になっていました。また物販コーナー

では、開催時間中に売り切れてしまった商品もあり、福祉作業所の方たち

からはうれしい悲鳴(？ )もいただきました。

　そしてワークショップでは、親子で行う「お花の寄せ植え」が人気で、用意していたお花がすべて鉢植えされ

て持ち帰っていただきました。恒例の献血コーナーでは、構成組織から100人ほどの多くの方が来られたことに

対し、みなさまのご協力に感謝申し上げます。

　今年は室内のみで、屋外がないためいつもより狭い範囲で開催しましたが、障がい福祉作業所による来場者プ

レゼント作成・物販、ワークショップ開催でのご協力のもと、子どもとともに多くの方に来場いただき、まつり

を終えることができました。

　引き続き、今後も「共生社会の実現」をめざして活動を取り組むこととします。

開催日時　2024年2月11日（日・祝）受付10時　　

開催場所　「まなびタウンとうはく」

　　　　　東伯郡琴浦町徳万266－5（浦安駅東隣）

参加資格　県内勤労者の団体（労働組合・企業単位及び事業団体等）で、　

　　　　　原則としてアマチュアであること、OBの参加も可能です。

鳥取県労福協

労福協西部支部

第34回 囲碁・将棋大会を開催します！

「第20回労福協（社会貢献）まつり」開催

☆みなさんのご参加お待ちしています！！
参加費
無料

第33回大会の様子（３年ぶりに開催しました！）

※ホームページから申込書がプリントアウトできます。
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西部労福協

中央労福協

第41回研究集会の開催

第66回定期総会Ｈybird開催

　「西部労福協　第41回研究集会」が2023年

11月９日（木）～10日（金）に徳島県で開催され

ました。鳥取県労福協からは４名が出席しまし

た。今回のテーマは「支え合い・助け合いで持

続可能な地域共生社会を！」とし、初日は以下

の講演を受講しました。

　2023年11月22日（水）に「中央労福協第66回

定期総会」が開催されました。本会議はＨybird

開催とし、206名の代議員（会場出席者85

名、Web出席72名、委任49名）が出席しまし

た。審議議案では、2022～2023年度活動報

告、2023年度会計決算報告・同会計監査報告、

2024 ～ 2025年度活動方針および2024年度

予算の議案などが承認されました。

　また、役員改選では芳野会長、南部事務局長

の再任をはじめ14名の役員が選出されました。

　翌日は鳴門市の「賀川豊彦記念館」を見学しました。賀川豊彦の提唱した友愛・互助・平和の精神は

今なお混迷の現代社会に訴えかける力を持ち、21世紀を導く指導理念だと学ぶことができました。

「防災意識と災害ボランティア活動の重要性について」
ＮＰＯ法人　災害救援ボランティアＶネットおかやま理事長　有元 純一さん

「賀川豊彦と連帯社会～分断を乗り越える」
法政大学大学院公共政策研究科教授　賀川豊彦学校長　伊丹 謙太郎さん
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